評価規準・評価基準の具体例作成にあたって
① はじめに

「評価規準の作成のための参考資料（小学校）」（平成22年11月，国立教育政策研究所（国研））において，理科の内容のまとまりごとの評価規準の設定例が，次のように示されました。

【国研　第6学年「水溶液の性質」での設定例】　（①②…の番号は，本稿にて付加。）
	自然事象への
関心・意欲・態度
	科学的な思考・表現
	観察・実験の技能
	自然事象についての
知識・理解

	①いろいろな水溶液の液性や溶けている物及び金属を変化させる様子に興味・関心をもち，自ら水溶液の性質や働きを調べようとしている。
②水溶液の性質や働きを適用し，身の回りにある水溶液を見直そうとしている。
	①水溶液の性質や働きについて予想や仮説をもち，推論しながら追究し，表現している。
②水溶液の性質や働きについて，自ら行った実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推論し，自分の考えを表現している。
	①水溶液の性質を調べる工夫をし，リトマス紙や加熱器具などを適切に使って，安全に実験をしている。

②水溶液の性質を調べ，その過程や結果を記録している。
	①水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあることを理解している。
②水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解している。

③水溶液には，金属を変化させるものがあることを理解している。


また，「評価方法等の工夫改善のための参考資料（小学校）」（平成23年3月，国立教育政策研究所）において，評価回数のめやすや，児童の言動・記録などを分析するポイントなどが示されました。

※ 評価回数のめやす
	評価結果を記録する機会を過度に設定することのないよう，各観点で１単元（題材）内で平均すると
１単位時間当たり１～２回の評価回数となるよう指導と評価の計画を示した。

	


※ 各観点から児童の言動・記録などを分析する主なポイント　（右欄に，上記設定例との主な対応を付加。）
	〈自然事象への関心・意欲・態度〉

○自然の事物・現象に意欲的にかかわろうとしているか。
○自然の事物・現象の特徴や規則性を適用し，実際の自然や日常生活を見直そうとしているか。
○生物を愛護し，生命を尊重したり，自然への畏敬の念を抱いたりしようとしているか。
〈科学的な思考・表現〉

○問題に正対した予想や仮説をもち，それを表現しているか。
○観察，実験の結果から考察し，言語化して，自分の考えを顕在化しているか。
○論理的に矛盾や飛躍がないか。
○実験結果から考察した結論を相手に表現できているか。
〈観察・実験の技能〉

○観察や実験を計画的に実施しているか。
○観察や実験を目的に応じて工夫して行ったり，実験器具などを正しい方法で扱っているか。
○調べた過程や結果を的確に記録し整理しているか。
〈自然事象についての知識・理解〉

○自然現象についての知識を理解しているか。
○科学的な言葉や概念をとらえているか。
○学習したことを実際の自然や日常の生活に適用しているか。
	関･意①
関･意②
関･意②
思･表①
思･表②
思･表②
思･表②
技能①
技能①
技能②
知･理①～③
知･理①～③
知･理①～③


②「わくわく理科」における評価規準・評価基準について

　平成27年度用「わくわく理科」各単元における評価規準・評価基準の具体例は，国研の設定例や考え方に従うとともに，教科書の学習展開に合わせて，各単元の指導計画に沿った形で作成しましたので，指導の実際に応じて，適宜修正してご利用いただければと存じます。

【わくわく理科　第6学年「水よう液の性質」での具体例】　（この例では，技能①②を，各2つずつ設定。）
	時
	観点，分類
	評価規準の具体例

	1時
	関･意①
	身の回りの水溶液の性質に興味をもち，経験に基づいて疑問を見つけ，調べていこうとしている。

	2・3時
	技能②
	リトマス紙などを使って水溶液の性質を調べ，結果を記録している。

	
	知･理①
	水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の３つの仲間に分けられることを理解している。

	4時
	思･表②
	炭酸水から出る気体を調べる実験から，炭酸水には気体の二酸化炭素が溶けていると推論し，自分の考えを表現している。

	
	知･理②
	水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解している。

	5時
	技能①
	水溶液や器具を安全に正しく使って，金属が変化するようすを調べている。

	6・7時
	思･表①
	金属に薄い塩酸を加えたときのようすから，金属に起きた変化について予想や仮説をもち，自分の考えを表現している。

	
	技能②
	蒸発皿に残ったものの性質を調べ，結果を記録している。

	8・9時
	技能①
	水溶液や器具を安全に正しく使って，水溶液と金属との反応を計画的に調べている。

	
	知･理③
	水溶液には，金属を変化させるものがあることを理解している。

	10時・ゆとり
	関･意②
	水溶液の性質やはたらきを適用し，身の回りにある水溶液を見直そうとしている。


※「評価規準」の具体例設定のポイント
	国研の評価規準を，それぞれいちばん適切と考えられる『時』に割り振って，具体化しています。

○「関･意」「思･表」「技能」の各観点に添えた「①②」は，通し番号ではなく，国研の評価規準のどのポイントに対応しているかを示す役割としました。（例えば「技能①」は実施面，「技能②」は記録面の評価規準であることを示しています。）ただし，「知･理」に添えた「①②…」は，教科書登場順の通し番号としました。
○数が多すぎると負担となりますので，主な場面に絞って割り振っていますが，単元全体では，漏れがないようにしています。（季節に応じた副単元などでは，年間を通して見たときに，漏れがないようにしています。）


⇒「評価基準」について
　Ａ評価（十分満足できる）とＢ評価（おおむね満足できる）を具体的に判断できるように，Ａ基準とＢ基準を例示しました。Ｂ基準に達していない場合がＣ評価となりますので，Ｃ基準は例示していません。代わりに「Ｂ基準に達していない場合の手立て」を掲載していますので，ご参考になりましたら幸いです。
⇒「本時の目標」との対応
　それぞれの『時』の「本時の目標」は，指導書の「指導案（研究編）」「朱書きのページ（要点編）」に掲載しますが，その内容は，「評価規準」と共通としました。
（「指導と評価の一体化」に鑑みて，それぞれの『時』に割り振った「評価規準」の内容を，その『時』の「本時の目標」として設定しています。なお，文末表現は，「評価規準」においては「～している」など，「本時の目標」においては「～できる」「～する」などで統一しています。）
（評価について，詳しくは指導書「総説」にも掲載します。）

